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Ⅰ 福祉施設士（施設長）の実態調査結果の

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

Ⅱ 福祉施設士の実態-今回の調査を踏まえて- 

 

１．福祉施設士がもつ専門性とは 

 

２．福祉施設士と地域との関わり 

 

３．施設長に必要とされる要件 
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Ⅲ 集 計 票 

１．福祉施設士の属性 

  (1)福祉職の経歴 

 (2)前職の有無 

 (3)資格 

 (4)苦情解決・第三者評価 

 

２．福祉施設士の取組み 
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３．福祉施設士が所属する施設（法人）の取組み 

   (1)事業所数 

(2)福祉人材養成の取り組み 

   (3)広報活動 

(4)サービスの質の向上 
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